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研究成果の概要（和文）：  

本研究は、中国から朝鮮半島を経て日本に伝播した仏教美術がいかなる様相でわが国に受

容されたのかを、主に特定樹種木材の流通に着目することによって検証することを目指した。

具体的には日本、韓国、中国産のクスノキに対してＸ線分析を行い、主要元素の含有量を調

査し、さらに東アジアにおけるクスノキの流通経路を検討することによって、日本の仏教美

術の源流は中国南朝に求められ、それが朝鮮半島の百済、さらに日本へと伝播したことを検

証した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

This research aimed to consider how Buddhist art propagated to Japan from China via 

Korea by focusing on the circulation of specific timber species. Specifically, by 

conducting x-ray analysis on camphor timber in Japan, Korea, and China and 

surveying the amount of principal elements in each, and then studying the circulation 

route of camphor timber in eastern Asia, the research uncovered how Japanese 
Buddhist art originated in China’s Southern Dynasty, traveled to Baekche 百済 in 

the Korean peninsula, and then to Japan. 
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１．研究開始当初の背景 
 

わが国の飛鳥時代の仏教美術の源流は、南

北朝時代の中国に求めることができるが、美

術史における関心事は、それが北朝と南朝の

どちらに求められるかである。現在、実物作

品が北朝のものしか残っていない状況にお

いて、飛鳥時代の仏教美術の源流を解明する

のは容易ではない。そこで本研究課題では、

新たにクスノキという特定樹種木材に注目

することにしたのである。というのも、飛

鳥・白鳳時代の木彫仏の素材としてクスノキ

が使われていたからである。６世紀の東アジ

アにおけるクスノキの流通経路を検討する

ことによって、東アジア全体の交易・文化伝

播の様相を解き明かし、ひいてはわが国にお

ける仏教美術受容の状況をも明らかにでき

るのではないかと考えるに至った。 
 
２．研究の目的 
 

本研究の目的は、中国から朝鮮半島を経て

日本に伝播した仏教美術がいかなる様相でわ

が国に受容されたのかを、主に特定の樹種の

木材の流通に着目することによって検証しよ

うとするものである。 

具体的には近年韓国から出土した本来朝鮮

半島では自生しないはずのクスノキなどの樹

種木材を科学分析してその産地や年代を特定

し、流通経路を明らかにするとともに、その

背景を検証して当時の東アジア全体の交易・

文化伝播の様相をとらえ直すことによって、

わが国における仏教美術受容の状況を明らか

にしようとするものである。 
 
３．研究の方法 
 
（1）東アジア地域における木質文化財の樹

種判定とその産地の比定を（独）奈良文化財

研究所・埋蔵文化財センター年代学研究室の

協力を得て行う。 

（2）特定の樹種木材（クスノキ材等）をポ

ータブル型の複合Ｘ線分析装置（理研計器株

式会社製、ＸＲＤＦ・型式ＤＦ－０１）を用

いて測定し、含まれる主要元素を解明する。

産地による成分の違い、心材部・辺材部の成

分の違い等を解明する。 

（3）中国史・朝鮮史・考古学の各分野から

当時の交易経路等を把握する。 

以上の人文・理工系を融合した研究手法を

用いることによって日本における仏教美術

の受容の様相を明らかにすることを目指す。 
 
４．研究成果 
 
（1）2006 年度 

初年度は、クスノキに代表される特定樹種

木材の流通経路の解明に取り組み、海外諸

機関との共同研究、調査の準備を整えた。 

①韓国・国立昌原文化財研究所を訪問。慶尚

南道昌寧郡・松峴洞 7号墳(5 世紀末～6世

紀初頭)より出土したクスノキ製木棺を調

査し、木棺に伴って出土した金属製品をポ

ータブル型の複合Ｘ線分析装置を用いて

解析した（宇田応之「ポータブル型複合Ｘ

線分析装置による遺跡・文化財の分析―こ

れで歴史はかわるか?(8)伽耶古墳(5～6 世

紀韓半島)出土品の分析―」『金属』1042 ）。

また、今後の共同調査・研究について話し

合いを行った。 

②四川省現地調査、成都市博物院を訪問。 

中国・四川地域はクスノキを用材として用

いる文化圏として見逃すことができない。

そこで四川省を訪れ、クスノキの自生状況

を視察調査し、併せてクスノキ製木棺の調

査も行った。成都市博物院と共同調査・研

究に向けての話し合いも行った。 

③国際シンポジウム「文化財の解析と保存へ

の新しいアプローチⅢ」（早稲田大学奈良

美術研究所主催、早稲田大学文学部第一会

議室、2006 年 9 月 16 日）の開催。科研メ

ンバーと、韓国から 3名のパネリストを招

いて成果報告を行った。今後の共同研究の

必要性を訴えた。 

④『奈良美術研究』第 5号の刊行 

2007 年 3 月に 2006 年度の成果報告書とし

て刊行した。 

 

（2）2007 年度 

 

①韓国・嶺南大学校博物館においてＸ線調査

を実施。博物館が所蔵する押督国出土遺物

5点に対してポータブル型Ｘ線複合分析装

置による解析を行った。調査遺物は、純金

製細環耳飾、金銅製鞍前輪附バックル、銀

製銙帯(部分)、銀製太刀付属具、金銅製銀

杏の5点である（林南壽「押督国出土金属

遺物のＸ線分析」『奈良美術研究』6）。 

②国際シンポジウム「文化財の解析と保存へ

の新しいアプローチⅣ」（早稲田大学奈良



美術研究所主催、早稲田大学小野記念講堂、

2007 年 9 月 17 日）の開催。科研メンバー

と、韓国から林南壽先生を招いて成果報告

を行った。 

③『奈良美術研究』第 6号の刊行 

2008 年 3 月に 2007 年度の成果報告書とし

て刊行した。 

 

（3）2008 年度 

 
①日本・中国産のクスノキの収集とＸ線調査

の実施。日本産では、鹿児島県産、奈良県
西吉野産、岐阜県養老産、熊本県上益城郡
産、熊本県金峰山産等のクスノキを入手。
中国産では、中国・江西省鷹潭産および中
国・湖南省張家界産の油楠、山楠、臭楠等
を入手し、各クスノキのサンプルに対して
Ｘ線調査を行った。具体的には、a)一本の
クスノキの根本部分と上部の元素比較、お
よび b)一枚のクスノキ円盤の心材部から
辺材部にかけて元素比較を行った（小野佳
代「国産クスノキ材・心材部のＸ線分析 ―
同一材における主要元素の推移―」『奈良
美術研究』8）。 

②韓国・済州島に自生するクスノキのＸ線調
査の実施。韓国にポータブル型Ｘ線分析装
置を持ち込み、済州島に自生するクスノキ
に対して現地調査を行った。その際、済州
島産のクスノキの円盤を入手することが
できた。 

③国際シンポジウム「文化財の解析と保存へ
の新しいアプローチⅤ」（早稲田大学奈良
美術研究所主催、早稲田大学小野記念講堂、
2008 年 9 月 13 日）の開催。科研メンバー
と、韓国から林南壽先生を招いて成果報告
を行った。 

④『奈良美術研究』第 8号の刊行 

2009 年 3 月に 2008 年度の成果報告書とし

て刊行した。 
 

（4）2009 年度 

 

①日本産クスノキのＸ線調査の実施。 
昨年度に引き続き、国産のクスノキ円盤を

サンプルとして、その年輪に対して蛍光Ｘ

線分析を行った。分析の結果、年輪の心材

部と辺材部とでは、ＫとＣａの含有量に違

いがあり、とくにＣａの値は心材部では大

きく変動するが、辺材部では安定した値を

示す傾向がみられた（小野佳代「クスノキ

の年輪の蛍光Ｘ線分析―心材部・辺材部の

主要元素の推移を中心に―」『奈良美術研

究』10）。こうしたＣａの特徴を利用する

ことで、クスノキの年輪の心材部と辺材部

を見分けることのできる可能性が高まっ

た。 

②中国・長江流域のクスノキの視察・調査。

江蘇省の南京、句容市のクスノキの原生林

を調査。 

③国際シンポジウム「文化財の解析と保存へ

の新しいアプローチⅤ」（早稲田大学奈良

美術研究所主催、早稲田大学小野記念講堂、

2009 年 9 月 19 日）の開催。科研メンバー

と、韓国から李炳鎬先生と林南壽先生を招

いて成果報告を行った。 

④『奈良美術研究』第 10 号の刊行 

2010 年 3 月に 2009 年度の成果報告書とし

て刊行した。 

 

以上、4 年間にわたる研究の成果として

特筆すべき点は、クスノキなど木質文化財

へのＸ線分析の応用の可能性を示したこ

とだろう。クスノキの年輪の蛍光Ｘ線分析

において心材部と辺材部で主要元素の分

布が違うということは、年輪の心材部と辺

材部を見分ける方法としてＸ線分析が有

効である可能性が高い。調査対象とする木

質文化財に心材部が残っているか否かが

重要となる年輪年代学への分野に貢献で

きる成果と期待される。 

またクスノキの流通に注目し、日本の飛

鳥時代のクスノキ像の源流が中国南朝に

あることを指摘した。すなわち、中国南朝

において檀像の代用品としてクスノキが

用いられるようになり、それが朝鮮半島の

百済、そして日本へと伝来したという結論

に至った（大橋一章「クスノキ像の源流」

『奈良美術研究』10）。東アジアの文化を

研究する諸分野に貢献しうる知見と考え

る。 
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